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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動演出を行う可動演出装置を備えた遊技機において、
　前記可動演出装置は、
　初期位置および該初期位置から下方に離間した最終位置の間を所定の高低差で往復移動
可能な可動体と、
　切替手段に連係されて、該切替手段の作動下に、前記可動体を前記初期位置に保持する
保持状態および該可動体の前記最終位置側への移動を許容する保持解除状態に切り替え可
能な保持手段と、
　前記初期位置および最終位置の間の中途位置で前記可動体に係止して該可動体の該最終
位置への移動を規制する規制状態、および前記可動体の移動領域から退避して該可動体の
最終位置への移動を許容する規制解除状態に切り替え可能な規制手段と、
　前記可動体に配設された緩衝手段と、
　前記規制手段に設けられ、該規制手段が前記規制状態で、前記可動体が前記中途位置に
接近する際に前記緩衝手段が当接する第１当接部と、
　前記可動体が前記最終位置に接近する際に前記緩衝手段が当接する第２当接部と、
　前記可動体および規制手段の夫々に係脱可能に設けられ、該可動体を前記最終位置から
初期位置へ移動させると共に、該規制手段を前記規制状態から規制解除状態へ切り替え可
能な第１移動手段と、
　前記規制手段と前記第１移動手段との係止解除時に、該規制手段を前記規制解除状態か
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ら規制状態へ切り替え可能な第２移動手段とを備え、
　前記保持手段を前記保持解除状態へ切り替えて前記最終位置に向けて前記可動体が自重
により移動開始した際に、前記規制手段が前記規制状態に切り替わっている場合は、前記
緩衝手段が前記第１当接部に当接することで該可動体が前記中途位置で停止する一方、前
記規制手段が前記規制解除状態に切り替わっている場合は、前記緩衝手段が前記第２当接
部に当接することで該可動体が前記最終位置に停止するよう構成されると共に、
　前記可動体が前記第１移動手段により前記最終位置から初期位置へ移動する際に、該可
動体が前記中途位置まで移動した後に、前記規制手段が前記第２移動手段により前記規制
状態に切り替わるよう構成された
ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可動演出を行う可動演出装置を備えた遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に画成した遊技
領域の略中央位置に枠状の装飾部材が配設されて、遊技盤の裏側に配設された液晶式やド
ラム式等の図柄表示装置の表示部を装飾部材の窓口の後側に臨ませ、この図柄表示装置で
図柄組み合わせゲームやリーチ演出等の遊技演出を行うよう構成されている。また、パチ
ンコ機では、所要の動作を行う可動体を備えた可動演出装置を配設し、図柄表示装置の表
示部で行われる遊技演出に合わせて該可動体を動作させることにより、視覚的な演出効果
を向上させて遊技の興趣を高めている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に示す可動演出装置では、上下方向に延在するガイド部に支持され
た可動体を備え、該可動体は、第１位置および該第１位置より下方の第２位置の間を該ガ
イド部に沿って昇降移動可能に構成されている。ここで、特許文献１に示す可動演出装置
では、可動体は自重により下方へ付勢されており、第１位置から第２位置への下降移動は
、当該可動体の自重により行われるよう構成されている。また、可動体の第２位置から第
１位置への移動は、駆動モータにより行われるよう構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１８０１４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献１に示す可動演出装置では、可動体を自重により第１位置から第２
位置まで素早く移動させ得るよう構成されているものの、該可動体の停止位置として第２
位置の１つのみ設定されているため、該可動体により実行可能な演出が限られ、演出が単
調な課題がある。
【０００６】
　すなわち、本発明は、従来技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、自重により下方へ移動する可動体が複数の位置
において衝撃を緩和しつつ停止可能に構成することで、該可動体および構成部材の破損を
防止すると共に該可動体による演出が単調となるのを防止し得るようにした遊技機を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決し、所期の目的を達成するため、本発明の請求項１に係る発明は、可動
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演出を行う可動演出装置(50)を備えた遊技機において、
　前記可動演出装置(50)は、
　初期位置および該初期位置から下方に離間した最終位置の間を所定の高低差で往復移動
可能な可動体(52)と、
　切替手段(121)に連係されて、該切替手段(121)の作動下に、前記可動体(52)を前記初期
位置に保持する保持状態および該可動体(52)の前記最終位置側への移動を許容する保持解
除状態に切り替え可能な保持手段(122)と、
　前記初期位置および最終位置の間の中途位置で前記可動体(52)に係止して該可動体(52)
の該最終位置への移動を規制する規制状態、および前記可動体(52)の移動領域から退避し
て該可動体(52)の最終位置への移動を許容する規制解除状態に切り替え可能な規制手段(1
31)と、
　前記可動体(52)に配設された緩衝手段(115)と、
　前記規制手段(131)に設けられ、該規制手段(131)が前記規制状態で、前記可動体(52)が
前記中途位置に接近する際に前記緩衝手段(115)が当接する第１当接部(137)と、
　前記可動体(52)が前記最終位置に接近する際に前記緩衝手段(115)が当接する第２当接
部(72)と、
　前記可動体(52)および規制手段(131)の夫々に係脱可能に設けられ、該可動体(52)を前
記最終位置から初期位置へ移動させると共に、該規制手段(131)を前記規制状態から規制
解除状態へ切り替え可能な第１移動手段(150)と、
　前記規制手段(131)と前記第１移動手段(150)との係止解除時に、該規制手段(131)を前
記規制解除状態から規制状態へ切り替え可能な第２移動手段(148)とを備え、
　前記保持手段(122)を前記保持解除状態へ切り替えて前記最終位置に向けて前記可動体(
52)が自重により移動開始した際に、前記規制手段(131)が前記規制状態に切り替わってい
る場合は、前記緩衝手段(115)が前記第１当接部(137)に当接することで該可動体(52)が前
記中途位置で停止する一方、前記規制手段(131)が前記規制解除状態に切り替わっている
場合は、前記緩衝手段(115)が前記第２当接部(72)に当接することで該可動体(52)が前記
最終位置に停止するよう構成されると共に、
　前記可動体(52)が前記第１移動手段(150)により前記最終位置から初期位置へ移動する
際に、該可動体(52)が前記中途位置まで移動した後に、前記規制手段(131)が前記第２移
動手段(148)により前記規制状態に切り替わるよう構成されたことを要旨とする。
　請求項１に係る発明によれば、保持手段を保持状態から保持解除状態へ切り替えると、
可動体が、自重により初期位置から最終位置に向けて移動するようになる。そして、自重
により下方へ移動した可動体が最終位置より初期位置側の中途位置に到達する前に規制手
段が規制状態にある場合は、緩衝手段が該規制手段の第１当接部に当接することで該可動
体を中途位置で停止させ得る一方、該可動体が最終位置より初期位置側の中途位置に到達
する前に規制手段が規制解除状態にある場合は、緩衝手段が第２当接部に当接することで
該可動体を最終位置で停止させ得るので、規制手段が規制状態にあるか規制解除状態にあ
るかにより可動体の停止位置を異ならせることができ、可動体の動作による演出が単調と
ならない。また、初期位置および最終位置の間を往復移動する可動体に緩衝手段を配設し
たので、可動体が中途位置に停止する際および最終位置に停止する際の何れにおいても、
衝撃が緩和されて可動体や規制手段が破損するのを抑制し得る。
　また、第１移動手段により可動体を最終位置から初期位置へ移動する際に、該可動体と
規制手段との干渉が回避されるので、該可動体を初期位置へ適切に移動させ得る。
【０００９】
　本願には、次のような技術的思想が含まれる。
　前記第１移動手段(150)は、
　待機位置および該待機位置から離間した移動位置の間を往復移動可能に配設され、待機
位置から移動位置に向けて移動する際に前記可動体(52)に係止して、該可動体(52)を前記
最終位置から前記初期位置へ移動可能な移動体(153)と、
　前記移動体(153)を前記待機位置および移動位置の間で往復移動させる作動手段(154)と
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を備え、
　前記移動体(153)は、前記待機位置から移動位置側へ所要距離移動した位置で前記最終
位置にある前記可動体(52)と係止し、該可動体(52)との係止位置および前記待機位置の間
において前記規制手段(131)と係止すると共に、該待機位置において該規制手段(131)を前
記規制解除状態とするよう構成されたことを要旨とする。
　上記構成によれば、作動手段により移動体を待機位置に移動させることで、第１移動手
段により規制手段を規制状態から規制解除状態に切り換えることができる。また、作動手
段により移動体を待機位置から移動位置へ移動させることで、第１移動手段により可動体
を最終位置から初期位置へ移動させ得ると共に、第２移動手段により規制手段を規制状態
へ切り替えることが可能となる。そして、移動体が可動体および規制手段の両方とは同時
に係止せず、作動手段への負荷を軽減し得る。
【００１０】
　本願には、次のような技術的思想が含まれる。
　前記可動体(52)は、前記最終位置から中途位置までの間で、前記規制手段(131)が前記
規制解除状態から規制状態へ切り替わる経路上に位置するよう構成され、
　前記移動体(153)により前記可動体(52)が前記中途位置に移動するまでは、該移動体(15
3)と前記規制手段(131)との係止が解除されても該規制手段(131)の規制状態への切り替え
が該可動体(52)により規制され、該移動体(153)が前記中途位置に移動した後に、該規制
手段(131)が前記第２移動手段(148)により規制状態へ切り替わるよう構成されたことを要
旨とする。
　上記構成によれば、第１移動手段の移動体の移動により可動体が中途位置まで移動した
時点で、第２移動手段により規制手段を規制状態へ適切に切り替えることができる。
【００１１】
　本願には、次のような技術的思想が含まれる。
　前記規制手段(131)は、前記最終位置から中途位置に移動する前記可動体(52)に接触可
能な接触部(108)を備え、
　前記接触部(108)は、前記可動体(52)の移動方向が長手となる細長形状に形成されてい
ることを要旨とする。
　上記構成によれば、規制手段の接触部が可動体に接触した際に、該可動体の移動によっ
て規制手段にかかる負荷を軽減し得ると共に、規制手段によって可動体の移動が阻害され
ることも防止し得る。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る遊技機によれば、自重により下方へ移動する可動体が複数の位置において
衝撃を緩和しつつ停止可能に構成したので、該可動体および構成部材の破損を防止し得る
と共に該可動体による演出が単調となるのを防止し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例に係るパチンコ機の正面図である。
【図２】可動演出装置の可動体が初期位置にある状態で示す実施例の遊技盤の正面図であ
る。
【図３】(ａ)は、可動演出装置の可動体が中途位置にある状態の遊技盤を一部省略して示
す正面図であり、(ｂ)は、可動演出装置の可動体が最終位置にある状態の遊技盤を一部省
略して示す正面図である。
【図４】可動演出装置を取り付けた設置部材の正面図である。
【図５】可動体を初期位置とした可動演出装置を、装置本体からカバー部材を取り外した
状態で示す正面図である。
【図６】可動体を初期位置とした可動演出装置を、装置本体を省略した状態で前方右斜め
上方から見た斜視図である。
【図７】可動体を初期位置とした可動演出装置を、装置本体を省略した状態で後方左斜め
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上方から見た斜視図である。
【図８】可動体を中途位置とした可動演出装置を、装置本体からカバー部材を取り外した
状態で示す正面図である。
【図９】可動体を最終位置とした可動演出装置を、装置本体からカバー部材を取り外した
状態で示す正面図である。
【図１０】(ａ)は、移動機構の第２移動体を待機位置とした可動演出装置を、図５のＸ１
－Ｘ１線で破断すると共に装置本体を省略した状態で示す断面図であり、(ｂ)は、移動機
構の第２移動体を移動位置とした可動演出装置を、図５のＸ１－Ｘ１線で破断すると共に
装置本体を省略した状態で示す断面図である。
【図１１】(ａ)は、保持機構を保持状態として可動体が初期位置に保持された状態を示す
説明断面図であり、(ｂ)は、保持機構を解除状態として可動体を初期位置に保持するのを
解除した状態を示す説明断面図である。
【図１２】(ａ)は、規制部材を規制位置とすることで、可動体に設けたダンパ部材が該規
制部材に設けた第１当接部に当接して該可動体が中途位置に停止することを示す説明断面
図であり、(ｂ)は、規制部材を規制解除位置とすることで、可動体に設けたダンパ部材が
装置本体に設けた第２当接部に当接して該可動体が最終位置に停止することを示す説明断
面図である。
【図１３】(ａ)は、移動機構の第２移動体が切替機構のスライド体に係止した状態で待機
位置となることで、規制部材が規制解除位置に保持されることを示す説明断面図であり、
(ｂ)は、移動機構の第２移動体が待機位置から上方へ移動して可動体に係止した時点にお
いて、該第２移動体とスライド体との係止が解除されても規制部材が可動体に当接して規
制位置に切り替わらないことを示す説明断面図である。
【図１４】可動演出装置を構成する第１ベース部材、該第１ベース部材に配設される移動
機構の各構成部材を、分離して前方右斜め上方から見た分解斜視図である。
【図１５】可動演出装置を構成する第２ベース部材、該第２ベース部材に配設される規制
機構および切替機構の各構成部材、該第２ベース部材に取り付けられるカバー部材を、分
離して前方右斜め上方から見た分解斜視図である。
【図１６】可動演出装置を構成する可動体の各構成部材を、分離して前方右斜め上方から
見た分解斜視図である。
【図１７】可動演出装置を構成する第１ベース部材、該第１ベース部材に配設される移動
機構の各構成部材を、分離して後方左斜め上方から見た分解斜視図である。
【図１８】可動演出装置を構成する第２ベース部材、該第２ベース部材に配設される規制
機構および切替機構の各構成部材、該第２ベース部材に取り付けられるカバー部材を、分
離して後方左斜め上方から見た分解斜視図である。
【図１９】可動演出装置を構成する可動体の各構成部材を、分離して後方左斜め上方から
見た分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行うパチ
ンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「
右」とは、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見た状態で指称する。
【実施例】
【００１５】
(パチンコ機１０について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、前後に開口する矩形枠状に形成さ
れて遊技店の図示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、
後述する遊技盤２０(図２参照)を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１２が開閉およ
び着脱可能に組み付けられて、該遊技盤２０の裏側に、各種図柄を変動表示可能な図柄表
示装置１８が着脱可能に配設されている。また、中枠１２の前面側には、遊技盤２０を透
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視保護するガラス板等の透視保護体(図示せず)を備えた装飾枠としての前枠１３が開閉可
能に組み付けられると共に、該前枠１３の下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿１５が
開閉可能に組み付けられる。なお、実施例では、前枠１３の下部位置に、パチンコ球を貯
留する上球受け皿１４が一体的に組み付けられており、前枠１３の開閉に合わせて上球受
け皿１４も一体的に開閉するよう構成される。また、中枠１２の右下方位置には、該中枠
１２に配設された打球発射装置(図示せず)を作動する操作ハンドル１６が設けられており
、該操作ハンドル１６の操作により打球発射装置が作動することで、上球受け皿１４に貯
留されたパチンコ球が遊技盤２０に向けて発射されるようになっている。なお、実施例で
は、図柄表示装置１８として、各種図柄を表示可能な液晶パネルを収容ケースに収容した
液晶表示装置が採用されるが、これに限られるものではなく、ドラム式の表示装置やドッ
トマトリックス式の表示装置、７セグメントディスプレイ、その他の各種図柄を停止およ
び変動表示可能な表示装置を採用し得る。また、上球受け皿１４は、前枠１３と別体に形
成して中枠１２に対して開閉可能に組み付けるようにしてもよく、また上下の球受け皿の
一方を省略して１つの球受け皿のみ設ける構成であってもよい。
【００１６】
(遊技盤２０について)
　遊技盤２０は、図２に示すように、所定板厚の略矩形状に形成されたアクリルやポリカ
ーボネート等の透明な合成樹脂材で形成された透明板であって、該遊技盤２０の表面に、
略円弧状に湾曲した外レール２１、内レール２２および盤面飾り部材２３が設けられて、
これら外レール２１、内レール２２および盤面飾り部材２３によりパチンコ球が流下可能
な遊技領域２０ａが画成され、前記打球発射装置から発射されたパチンコ球が遊技領域２
０ａ内に打ち出されるようになっている。また遊技盤２０には、前後に貫通する装着口(
図示せず)が遊技領域２０ａ内に複数開設されて、各装着口に対して各種部品が前側から
取り付けられると共に、遊技領域２０ａの最下部位置には、該遊技領域２０ａに打ち出さ
れたパチンコ球を排出するアウト口２４が開設されている。また、遊技盤２０には、遊技
領域２０ａ内に多数の遊技釘２５が植設されており、遊技領域２０ａを流下するパチンコ
球が遊技釘２５に接触することでパチンコ球の流下方向を不規則に変化させたり、パチン
コ球を一定方向に誘導するようになっている。なお、装着口の形成数や大きさは、遊技盤
２０に対して取り付けられる各種部品の個数や配設位置等に応じて適宜決定される。
【００１７】
　図２に示すように、遊技盤２０における遊技領域２０ａの略中央に、前後に開口する演
出開口２６ａが形成された枠状装飾体２６が取り付けられており、該枠状装飾体２６の演
出開口２６ａを介して図柄表示装置１８の表示部１８ａが遊技盤２０の前面側に臨むよう
構成されている。枠状装飾体２６は、装着口に沿って延在する環状に形成されると共に、
上縁部から左右両側縁部に亘り、遊技盤２０の前面より前方に突出する庇状部２７が連続
的に設けられており、遊技領域２０ａに打ち出されたパチンコ球を庇状部２７に沿って枠
状装飾体２６の左右側部へ案内することで、該パチンコ球が演出開口２６ａを横切って流
下するのを規制している。なお、枠状装飾体２６には、演出開口２６ａの開口下縁側にス
テージ２８が配設されると共に、該演出開口２６ａの左側部に、遊技領域２０ａに開口し
て該遊技領域２０ａを流下するパチンコ球を取込んでステージ２８に案内する球導入部２
８ａが設けられている。
【００１８】
　また、図２に示すように、遊技盤２０には、遊技領域２０ａを流下するパチンコ球が入
賞可能な第１始動入賞装置２９、第２始動入賞装置３０、特別入賞装置３１および普通入
賞具３２が取り付けられている。第１始動入賞装置２９は、枠状装飾体２６の下方に配設
され、第２始動入賞装置３０は、遊技領域２０ａ内の右下方に配設された装飾部材３３の
後側に配設され、特別入賞装置３１は、遊技領域２０の下方において第１始動入賞装置２
９の右方に配設されている。また、普通入賞具３２は、遊技領域２０の下方において第１
始動入賞装置２９の左方に配設されている。
【００１９】
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　遊技盤２０の遊技領域２１に打ち出されたパチンコ球が第１始動入賞装置２９の入賞口
または第２始動入賞装置３０の始動入賞口に入賞したことを該始動入賞装置２９,３０に
配設された球検出スイッチが検出すると、当該パチンコ機１０を総合的に制御するメイン
制御基板(図示せず)に対して該球検出スイッチから検出信号が入力される。これに基づい
てメイン制御基板は、大当り抽選を行なうと共に、当該大当り抽選の結果に基づいてサブ
制御基板に制御信号を出力して、図柄表示装置１８の表示部において図柄変動演出を行な
わせるようになっている。そして、図柄表示装置１８での図柄変動演出の結果、表示部に
所定の図柄組み合わせ(例えば同一図柄の３つ揃い等)で図柄が確定的に停止表示されると
、所謂大当りが発生して特別入賞装置３１が開放し、遊技者が多数の賞球を獲得可能な機
会が与えられるようになっている。
【００２０】
　また、パチンコ機Ｐには、後述する可動演出装置５０や、その方の演出装置および照明
手段等を、図柄表示装置１８の表示部での遊技内容に合わせて総合的に作動制御するサブ
制御基板(図示せず)を備えており、メイン制御基板から、大当り抽選の結果に基づいた制
御信号が該サブ制御基板に出力される。サブ制御基板は、メイン制御基板からの制御信号
に基づき、後述する可動演出装置５０や、その方の演出装置および照明手段等を、図柄表
示装置１８の表示部での遊技内容に合わせて総合的に作動制御するよう構成されている。
【００２１】
(設置部材３５について)
　また、遊技盤２０の裏面には、図柄表示装置１８が後側に取り付けられる設置部材３５
(図４参照)が設けられている。設置部材３５は、略矩形状に形成されて遊技盤２０に対向
する対向壁部３６と、該対向壁部３６の外周縁部から前方へ延出する外周壁部３７とによ
り、前方へ開口する箱状に形成されて、外周壁部３７の前端部を遊技盤２０の後側に当接
させた状態で固定されている。そして、設置部材３５には、対向壁部３６の後側に図柄表
示装置１８が着脱可能に取り付けられると共に、該対向壁部３６における枠状装飾体２６
の演出開口２６ａと前後に並んだ位置に、前後に開口する表示開口３８(図４参照)が開設
されており、該設置部材３５の表示開口３８に臨ませた図柄表示装置１８の表示部１８ａ
が、枠状装飾体２６の演出開口２６ａを介して遊技盤２０の前側から視認し得るようにな
っている。また、設置部材３５における対向壁部３６の前面側(すなわち、遊技盤２０と
設置部材３５により画成される設置空間３９内)には、表示開口３８を囲繞するように各
種の装飾部材や発光装置、後述する可動演出装置５０が配設されており、遊技盤２０の盤
面を透視して前面から視認し得るよう構成されている。すなわち、設置部材３５は、図柄
表示装置１８や可動演出装置５０等のパチンコ機１０の遊技演出に関わる各種演出装置の
設置手段として機能している。また、対向壁部３６における表示開口３８の左側部位には
、前方に突出する固定ボス(図示せず)が複数形成されており、該固定ボスに可動演出装置
５０の装置本体５１(後述)を固定するようになっている。
【００２２】
(可動演出装置５０について)
　次に、実施例に係るパチンコ機１０の可動演出装置５０につき、図面を引用して説明す
る。なお、可動演出装置５０の説明においては、特に指示がなければ、当該可動演出装置
５０を設置部材３５の対向壁部３６に取り付けた状態(図４参照)で、前後、左右および上
下を指称する。
【００２３】
　実施例の可動演出装置５０は、図４、図５、図８および図９に示すように、設置部材３
５に取り付けられる装置本体５１と、該装置本体５１に対して初期位置および最終位置の
間を往復移動可能に配設された可動体５２とを備えている。可動演出装置５０は、装置本
体５１が、設置部材３５の設置部材３５の対向壁部３６における表示開口３８の左側部に
、該装置本体５１の長手が上下方向となる縦向きに固定されると共に、可動体５２は該装
置本体５１から右方(表示開口３８の前方)に向けて延出するように配設されている。そし
て、可動体５２は、装置本体５１に対して、初期位置および該初期位置から下方に離間し
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た最終位置の間を上下方向に往復移動するよう構成されている。すなわち、実施例の可動
演出装置５０は、可動体５２が自重により初期位置側から最終位置側に向けて常に付勢さ
れていることで、可動体５２を、モータ等の駆動力を付加することなく初期位置から最終
位置まで移動可能に構成されている。また、可動演出装置５０は、後述する切替機構１２
０により可動体５２を初期位置に保持するよう構成されると共に、後述する規制機構１３
０により可動体５２を初期位置および最終位置の間に設定された中途位置において停止さ
せ得るよう構成されている。更に、可動演出装置５０は、後述する移動機構(第１移動手
段)１５０により、最終位置まで移動した可動体５２を最終位置から初期位置まで移動す
るよう構成されている。
【００２４】
(装置本体５１について)
　装置本体５１は、図５、図１５および図１８に示すように、第１ベース部材５５と、該
第１ベース部材５５の前側に組み付けられる第２ベース部材６５とを備えている。第１ベ
ース部材５５は、上下方向が長手となる縦長の部材であり、可動体５２を上下方向への移
動を可能に支持するガイドバー８０,８０と、可動体５２を最終位置から初期位置まで移
動する移動機構１５０とが配設されるよう構成されている。第１ベース部材５５は、縦長
の第１ベース部５６と、縦長で第１ベース部５６の左側に連なる第２ベース部５７と、第
１ベース部５６の上縁および第２ベース部５７の左縁から前方へ延出した支持片の前縁に
設けられ、第１ベース部５６よりも前方に位置する第３ベース部５８とを備えている。第
１ベース部５６の前側にはガイドバー８０,８０が配設され、該第１ベース部５６の後側
下部に、移動機構１５０における第２作動モータ(作動手段)１５４および複数のギア１８
５,１８６等が配設される。一方、第２ベース部５７の前側に、移動機構１５０における
移動体ベース１５１が配設される。また、第３ベース部５８の前側に、第２ベース部材６
５が組み付けられる。更に、第１ベース部５６の後側において移動機構１５０から外れた
上側に、装飾部材６２を固定する取付部材６１が取り付けられるようになっており、該取
付部材６１の右端に固定された装飾部材６２は、第１ベース部５６の右縁に沿って取り付
けられ、設置部材３５の表示開口３８の左縁に位置する(図４参照)。なお、第１ベース部
材５５は、可動演出装置５０の各構成部材の重量を支持するのに充分な剛性を確保するた
め、実施例では、金属製のプレートを折り曲げ成形した一体成形部材となっている。但し
、第１ベース部材５５は合成樹脂製であってもよい。
【００２５】
　図１４および図１７に示すように、第１ベース部５６の上縁から前方へ延出した支持片
は、ガイドバー８０,８０の上部を支持する上ガイドバー支持片５９となっている。上ガ
イドバー支持片５９には、上下に貫通する支持孔が左右に離間して複数(実施例では２つ)
形成されており、各ガイドバー８０,８０の上支持部８０ａが各支持孔に挿通されると共
に係止されることで、各ガイドバー８０,８０の上部が上ガイドバー支持片５９に支持さ
れるようになっている。また、第１ベース部５６の下部において上ガイドバー８０の真下
となる位置に、ガイドバー８０,８０の下部を支持する下ガイドバー支持片６０が、前方
へ延出して設けられている。下ガイドバー支持片６０には、上下に貫通する支持孔が左右
に離間して複数(実施例では２つ)形成されており、各ガイドバー８０,８０の下支持部８
０ｂが各支持孔に挿通されると共に係止されることで、各ガイドバー８０,８０の下部が
下ガイドバー支持片６０に支持されるようになっている。そして、上ガイドバー支持片５
９および下ガイドバー支持片６０に上部および下部が夫々支持された各ガイドバー８０,
８０は、上下方向に垂直に延在すると共に左右平行となっている(図４、図５参照)。
【００２６】
(ガイドバー８０について)
　図６、図１４および図１７に示すように、ガイドバー８０,８０は、長尺かつ直線に形
成された丸棒状部材であり、上端には上ガイドバー支持片５９の支持孔に挿通される上支
持部８０ａが形成されていると共に、下端には下ガイドバー支持片６０の支持孔に挿通さ
れる下支持部８０ｂが形成されている。なお、各支持部８０ａ,８０ｂは、ガイドバー８
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０,８０の摺動部分よりも小径に形成されると共に、上支持部８０ａには、ガイドバー支
持片５９,６０からガイドバー８０,８０が外れるのを防止する脱落防止部材(Ｅリング等)
が係止されるようになっている。
【００２７】
　第２ベース部材６５は、図１５および図１８に示すように、縦長の第４ベース部６６と
、該第４ベース部６６の右縁上部から右方へ延出した第５ベース部６７と、該第４ベース
部６６の右縁下部から右方へ延出した第６ベース部６８とを備えている。第２ベース部材
６５は、第１ベース部材５５の第３ベース部５８に組み付けた状態で、第４ベース部６６
が第２ベース部５７の前側に位置し、第５ベース部６７が第１ベース部５６の上部前側(
ガイドバー８０,８０の上側)に位置すると共に、第６ベース部６８が第１ベース部５６の
下部前側(ガイドバー８０,８０の下側)に位置するようになっている(図５参照)。第２ベ
ース部材６５は、第４ベース部６６の後面および外縁、第５ベース部６７の後面および外
縁、第６ベース部６８の後面および外縁に、上下方向へ延在すると共に後方へ延出するリ
ブや、左右方向へ延在すると共に後方へ延出するリブが複数設けられており(図１８参照)
、当該第２ベース部材６５の捻れ変形や撓み変形が発現し難く構成されている。そして、
第４ベース部６６の後側上部に、切替機構１２０を配設するための切替機構配設部６９が
設けられると共に、該第４ベース部６６の前側下部に、規制機構１３０を配設するための
規制機構配設部７０が設けられている。第５ベース部６７に、可動体５２の初期位置を検
出する第１位置検出センサ８２を設置するセンサ設置部７１が設けられている。また、第
６ベース部６８の上面に、可動体５２に配設されたダンパ部材１１５の当接ヘッド１１８
が当接可能な第２当接部７２が設けられている。なお、第２当接部７２には、ダンパ部材
１１５の当接ヘッド１１８が当接する部分に緩衝材７２ａが設けられている。ここで、緩
衝材７２ａは、ゴムやウレタン等の適宜弾力性を有する素材から形成された板状部材であ
り、当接ヘッド１１８が当接した際の衝撃を吸収し得ると共に衝突による異音の発生を防
止し得るようになっている。
【００２８】
　図４，図１５および図１８に示すように、第２ベース部材６５の前側に第１カバー部材
７５が配設されると共に、該第１カバー部材７５の前側に第２カバー部材７６が配設され
ている。第１カバー部材７５は、第２ベース部材６５の規制機構配設部７０に配設された
規制機構１３０を前側から覆蓋すると共に、切替機構１２０における第１作動モータ(切
替手段)１２１および第１位置検出センサ８２等からの配線を保持する配線保持片７５ａ
が設けられると共に、該配線が接続される中継基板７７が配設されている(図４参照)。第
２カバー部材７６は、第１カバー部材７５との間に、上下方向へ延在すると共に右方へ開
口する空間７８を画成した状態で該第１カバー部材７５に組み付けられ、可動体５２に配
設された配線保持部材１０２の一部が、該空間７８内に収容された状態で移動するように
なっている(図４参照)。
【００２９】
(可動体５２について)
　可動体５２は、図５～図７、図１６および図１９に示すように、照明基板９２や装飾部
材９６,９７,９８,９９が取り付けられる可動体ベース８５と、該可動体ベース８５が取
り付けられると共に、ガイドバー８０,８０に摺動可能に支持されるスライド体８６とを
備えている。また、可動体ベース８５の後面に補強部材８７が配設され、該可動体ベース
８５が該補強部材８７により補強されている。このような可動体５２は、上下方向に延在
する一対のガイドバー８０,８０に沿ってスライド体８６が摺動することで、初期位置(図
１、図５～図７参照)および該初期位置より下方に位置する最終位置(図３(ｂ)、９参照)
の間を上下方向に昇降移動可能となっている。
【００３０】
　可動体ベース８５は、図４、図１６および図１９に示すように、スライド体８６が取り
付けられる固定部９０と、該固定部９０から右方へ延出する基板取付部９１とを備えてい
る。固定部９０は、略矩形状に形成され、スライド体８６の第１スライド部材１１０の前
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側にネジ固定される。基板取付部９１は、固定部９０の右縁から右方へ延出する直線部と
、該直線部の右側に連なる円形部とからなる。そして、可動体ベース８５は、固定部の外
縁および基板取付部９１の外縁に沿ってリブが形成されており、捻れ変形および撓み変形
が発現し難く構成されている。
【００３１】
　照明基板９２は、図１６および図１９に示すように、可動体ベース８５の基板取付部９
１における直線部および円形部の輪郭形状に略合致する外径形状に形成され、複数の第１
ＬＥＤ９３および第２ＬＥＤ９４が該基板９２の前面に実装され、各ＬＥＤ９３,９４が
発光することで前方に向けて光が照射されるよう構成されている。ここで、第１ＬＥＤ９
３は、照明基板９２の前面略全域に亘って散在的に実装されており(図１６参照)、該照明
基板９２の前側に配設される第１装飾部材９６の全体および第３装飾部材９８の第１発光
領域９８ａ(図５参照)を照明するようになっている。また、第２ＬＥＤ９４は、照明基板
９２の円形部の外縁に沿って所要間隔毎に円形となるよう実装されており(図１６参照)、
第３装飾部材９８における第１発光領域９８ａの外側に位置する第２発光領域９８ｂ(図
５参照)を照明するようになっている。そして、各第１ＬＥＤ９３と各第２ＬＥＤ９４と
は、可動演出装置５０を制御する統括制御基板(図示せず)により発光制御され、同時に発
光したり別々に発光するようになっている。なお、第１ＬＥＤ９３および第２ＬＥＤ９４
は、様々な色に発光可能なフルカラータイプや、所定の色のみに発光可能な単色タイプが
選択採用される。
【００３２】
　そして、図１６および図１９に示すように、照明基板９２における円形部の前側に、配
光調整部材９５が配設されている。配光調整部材９５は、第３装飾部材９８の第１発光領
域９８ａ(図５参照)の輪郭形状に合致する輪郭形状に形成され、照明基板９２の円形部に
実装された各第１ＬＥＤ９３に対応する位置に開口９５ａが形成されると共に、該配光調
整部材９５の外縁には前方へ延出する区画壁９５ｂが形成されている。この区画壁９５ｂ
は、各第１ＬＥＤ９３からの光が、第３装飾部材９８の第１発光領域９８ａだけを照射可
能とすると共に第２発光領域９８ｂを照射不能とすると共に、各第２ＬＥＤ９４からの光
が、第３装飾部材９８の第２発光領域９８ｂだけを照射可能とすると共に第１発光領域９
８ａを照射不能とするものである。
【００３３】
　可動体５２には、図５、図６、図１６および図１９に示すように、複数(実施例では４
個)の装飾部材９６,９７,９８,９９が配設されている。第１装飾部材９６および第２装飾
部材９７は、可動体ベース８５の直線部の前側に取り付けられ、第１装飾部材９６は透明
または半透明で透光性を有すると共に、第２装飾部材９７は第１装飾部材９６より小型に
意匠形状に形成されると共にメッキ処理等により透光性を有しておらず、該第２装飾部材
９７は該第１装飾部材９６の前面に配設される。従って、照明基板９２において第１装飾
部材９７の後側に位置する第１ＬＥＤ９３が発光制御された際には、該第１装飾部材９６
における第２装飾部材９７が重なっていない部分が明るく見えるようになる。
【００３４】
　一方、図５、図６、図１６および図１９に示すように、第３装飾部材９８および第４装
飾部材９９は、可動体ベース８５の円形部の前側に取り付けられ、第３装飾部材９８が透
明または半透明で透光性を有すると共に、第４装飾部材９９は、第４装飾部材９９の一部
を覆うように形成されると共にメッキ処理等により透光性を有しておらず、該第４装飾部
材９９は該第３装飾部材９８の前面に配設される。そして、第３装飾部材９８は、前述し
たように、中央側に位置する第１発光領域９８ａと、該第１発光領域９８ａの外側におい
て外周部に位置する第２発光領域９８ｂとを備えている。従って、照明基板９２の円形部
に実装された第１ＬＥＤ９３が発光制御された際には第１発光領域９８ａだけが明るくな
り、第２ＬＥＤ９４が発光制御された際には第２発光領域９８ｂだけが明るくなるように
なっている。なお、第３装飾部材９８の第１発光領域９８ａには、裏面に光拡散処理が施
された光拡散部材１００が配設されている。第１～第４の装飾部材９６,９７,９８,９９
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は、前述した補強部材８７および照明基板９２と共に可動体ベース８５にネジにより取り
付けられる。
【００３５】
　図５、図６、図１６および図１９に示すように、固定部９０の前側に、照明基板９２に
接続される配線(図示せず)を保持する配線保持部材１０２および配線カバー部材１０３が
、ネジにより取り付けられている。配線保持部材１０２および配線カバー部材１０３は、
正面視においてクランク形状に形成されており、固定部９０に取り付けた状態において、
該固定部９０の左方へ延出すると共に、該延出した部分が更に下方に向いた状態となり(
図５参照)、配線を下方に向けて延出させ得るようになっている。また、配線保持部材１
０２の上部には、固定部９０から上方へ延出した第１検出片１０４が形成され(図８参照)
、可動体５２が初期位置において、該第１検出片１０４が前述した第１位置検出センサ８
２に検出され得るよう構成されている(図５、図１１参照)。
【００３６】
(スライド体８６について)
　スライド体８６は、図１６および図１９に示すように、第１スライド部材１１０と、該
第１スライド部材１１０の後側に組み付けられる第２スライド部材１１１とを備えている
。スライド体８６は、第１スライド部材１１０および第２スライド部材１１１を組み付け
ることで、上下方向に延在すると共に上下に開口して前述したガイドバー８０が挿通する
挿通孔１１２が、左右に並んで２つ形成されている。すなわち、各挿通孔１１２,１１２
の内面が、当該挿通孔１１２,１１２に挿通されたガイドバー８０,８０の外周面に接触す
ることで、スライド体８６が両ガイドバー８０,８０に支持されると共に、各挿通孔１１
２,１１２の内面がガイドバー８０,８０の外面に摺接することで、スライド体８６が両ガ
イドバー８０,８０に沿って往復移動するように構成されている。また、スライド体８６
の内部に、後述するダンパ部材１１５を設置するダンパ設置部１１３が形成されている。
ダンパ設置部１１３は、ダンパ部材１１５のシリンダ１１６を収容した状態で保持するよ
う構成されると共に、ダンパ設置部１１３の下部に、ダンパ部材１１５のロッド１１７が
挿通される挿通孔１１４が形成されている(図１９参照)。
【００３７】
(ダンパ部材１１５について)
　図１６および図１９に示すように、緩衝手段としてのダンパ部材１１５は、シリンダ１
１６と、該シリンダ１１６の端面から延出して進退するロッド１１７と、該ロッド１１７
の突出端部に設けられた当接ヘッド１１８とを備えた伸縮タイプのダンパである。ダンパ
部材１１５は、シリンダ１１６の内部にガスを充填したガスタイプまたはオイルを充填し
たオイルタイプが採用可能であり、実施例ではガスタイプが採用されている。また、当接
ヘッド１１８は、硬質ゴムまたは硬質ウレタン等の合成樹脂製の円柱状部材である。ダン
パ部材１１５は、可動体５２に設けられたダンパ設置部１１３に、ロッド１１７および当
接ヘッド１１８が該ダンパ設置部１１３の下部開口から可動体５２の下方へ突出した状態
で固定されている。
【００３８】
　そして、ダンパ部材１１５の当接ヘッド１１８は、可動体５２の下方への移動時に規制
部材(規制手段)１３１が規制位置にある場合に、該規制部材１３１に設けられた第１当接
部１３７に当接するようになり(図４、図８、図１２(ａ)参照)、該可動体５２の下方への
移動時に規制部材１３１が規制解除位置にある場合に、装置本体５１に設けられた前述の
第２当接部７２に当接するよう構成されている(図９、図１２(ｂ)参照)。すなわち、可動
体５２が下方へ移動した際にダンパ部材１１５の当接ヘッド１１８が第２当接部７２に当
接することで、該可動体５２を当該ダンパ部材１１５の緩衝作用下で最終位置に停止させ
る一方、可動体５２が下方へ移動した際にダンパ部材１１５の当接ヘッド１１８が規制部
材１３１の第１当接部１３７に当接することで、該可動体５２を当該ダンパ部材１１５の
緩衝作用下で中途位置に停止させるよう構成される。なお、中途位置および最終位置は、
可動体５２の自重によりダンパ部材１１５のロッド１１７がシリンダ１１６内へ適宜後退
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して該可動体５２が完全に停止した位置を指称する。
【００３９】
(可動係止部１０９について)
　図１１、図１３、図１６および図１９に示すように、スライド体８６の第１スライド部
材１１０に、該第１スライド部材１１０の左端上部から左方へ延出した可動係止部１０９
が設けられている。この可動係止部１０９には、後述する切替機構１２０における保持部
材(保持手段)１２２が係脱可能に係止すると共に(図１１参照)、後述する移動機構１５０
における第２移動体(移動体)１５３に設けられた第１移動係止部１７５が係脱可能に係止
するよう構成されている(図１３(ｂ)参照)。すなわち、可動体５２がガイドバー８０,８
０の上端近傍まで上方へ移動して、切替機構１２０の保持部材１２２が可動係止部１０９
に係止した状態(図１１(ａ))が、該可動体５２の初期位置に設定されている。また、可動
体５２がガイドバー８０,８０の下端近傍の最終位置まで移動している際に、第２移動体
１５３に設けられた第１移動係止部１７５が下方から係止し、可動係止部１０９に第１移
動係止部１７５が係止状態で該第２移動体１５３が後述するように上方へ移動することで
、該可動体５２が最終位置から初期位置以上の高さまで移動することが可能に構成されて
いる。
【００４０】
(接触部１０８について)
　可動体５２は、図１３に示すように、可動体ベース８５における固定部９０の左端面お
よびスライド体８６における第１スライド部材１１０の左端面により、左方を指向した接
触部１０８が形成されている。この接触部１０８は、可動体５２が最終位置から中途位置
までの間にあるときに、後述する規制部材１３１の右端部と対向して、該右端部に設けら
れた当接片１３６が当接すると共に摺接が可能となっている。すなわち、可動体５２は、
最終位置にある場合、該最終位置と中途位置との間にある場合には、規制部材１３１が、
規制位置へ切り替わるのを規制するよう構成されている。
【００４１】
(切替機構１２０について)
　切替機構１２０は、図６、図７、図１１、図１５および図１８に示すように、切替手段
としての第１作動モータ１２１と、該第１作動モータ１２１に連係されて、該第１作動モ
ータ１２１の作動下に、可動体５２を初期位置に保持する保持状態および該可動体５２の
最終位置側への移動を許容する保持解除状態に切り替え可能な保持手段としての保持部材
１２２とを備えている。保持部材１２２は、外周にギアを設けた円形部材である。また、
切替機構１２０は、第１作動モータ１２１の駆動軸に固定された駆動ギア１２３に噛み合
う第１中間ギア１２４と、該第１中間ギア１２４に噛み合うと共に保持部材１２２に噛み
合う第２中間ギア１２５とを備えている。このような切替機構１２０は、装置本体５１の
第２ベース部材６５に設けられた前述の切替機構配設部６９に対し、第１作動モータ１２
１がネジ固定され、保持部材１２２、第１中間ギア１２４および第２中間ギア１２５が、
支持軸を介して回転自在に配設されている。従って、第１作動モータ１２１の正逆駆動に
伴って、第１中間ギア１２４および第２中間ギア１２５が回転することで、保持部材１２
２が正逆回転するようになっている。
【００４２】
　図１０(ａ)に示すように、保持部材１２２は、可動体５２に設けられた可動係止部１０
９よりも前側に配設されており、該保持部材１２２の後端面に、可動係止部１０９に係脱
可能に係止する係止ピン１２６を備えている。係止ピン１２６は、保持部材１２２の側端
面において、当該保持部材１２２の回転中心から径方向へ離間した位置(実施例では側端
面の外周縁近く)において後方へ突出しており、可動体５２の可動係止部１０９の移動領
域に臨むようになっている。すなわち、保持部材１２２は、第１作動モータ１２１の正逆
駆動に基づいて、係止ピン１２６が可動体５２の可動係止部１０９の移動領域内に位置す
る保持位置(図１１(ａ)参照)と、係止ピン１２６が可動体５２の可動係止部１０９の移動
領域から外れた保持解除位置(図１１(ｂ)参照)との間を往復回転するようになる。そして
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、保持部材１２２の係止ピン１２６が保持位置となって可動体５２の可動係止部１０９の
下方に係止することで、該可動体５２が初期位置に保持される一方、係止ピン１２６が保
持解除位置となって可動係止部１０９との係止が解除されると、可動体５２が初期位置か
ら下方へ移動することが許容される。
【００４３】
(規制機構１３０について)
　規制機構１３０は、図５～図９および図１２に示すように、初期位置および最終位置の
間の中途位置まで下方へ移動した可動体５２に係止して該可動体５２の該最終位置への移
動を規制する規制状態、および可動体５２の移動領域から退避して該可動体５２の最終位
置への移動を許容する規制解除状態に切り替え可能な規制手段としての規制部材１３１と
、該規制部材１３１を規制状態および規制解除状態に移動させるスライド部材１３２とを
備えている。また、規制機構１３０は、規制部材１３１とスライド部材１３２とを連係す
るリンク部材１３３を備えている。
【００４４】
(規制部材１３１について)
　規制部材１３１は、図６、図１５および図１８に示すように、左右方向に長い矩形ブロ
ック状に形成されている。規制部材１３１は、規制機構配設部７０における第１凹部７０
ａに収容した状態で配設され、該第１凹部７０ａ内に全体が収容された規制解除位置(図
９、図１２参照)と、該第１凹部７０ａの右側開口から右方へ延出した規制位置(図５、図
８参照)との間を、往復移動可能となっている。実施例では、規制部材１３１が左右方向
へ往復移動することで、規制解除位置および規制位置の間を往復移動可能となっている。
規制部材１３１には、リンク部材１３３の第２連係部１４５が嵌合する連結孔１３４が形
成されている。連結孔１３４は、規制部材１３１の前面における左右方向の略中央におい
て、前方に開口すると共に前後方向へ延在している。また、規制部材１３１の前面に、該
前面よりも前方へ突出して該規制部材１３１の長手方向へ延在する突片１３５が設けられ
ている。突片１３５は、規制部材１３１の前面における上縁部および下縁部に夫々１つず
つ設けられており、第２ベース部材６５に取り付けられた第１カバー部材７５の裏面に接
触するようになっている。なお、各突片１３５は、短手方向での断面が半円形状になって
おり、第１カバー部材７５に対して線状に接触するよう構成されており、該第１カバー部
材７５との間の摩擦を低減するよう構成されている。
【００４５】
　また、図６および図１３に示すように、規制部材１３１の右端面に、該右端面よりも右
方へ突出して、可動体５２の移動方向(左右方向)へ細長に延在する当接片１３６が設けら
れている。当接片１３６は、規制部材１３１の右端面における前縁部に設けられており、
可動体５２に設けられた前述の接触部１０８に左方から接触するようになっている。ここ
で、当接片１３６は、可動体５２の移動方向へ細長に形成されていることで、上下方向に
移動する可動体５２の接触部１０８との間に発生する摩擦が低減されるよう構成されてい
る。
【００４６】
(スライド部材１３２について)
　スライド部材１３２は、図５～図７、図１０、図１３、図１５および図１８に示すよう
に、上下方向に長い棒状に形成されている。スライド部材１３２は、規制機構配設部７０
における第１凹部７０ａの下側に設けられた第２凹部７０ｂに収容した状態で配設され、
該第２凹部７０ｂ内を上下方向へ往復移動可能となっている。スライド部材１３２は、長
手方向の中央部に、前後へ貫通する第１ガイド孔１３８が形成され、長手方向の下部に、
前後に貫通する第２ガイド孔１３９が形成されている。第１ガイド孔１３８は、上下方向
が長手となる長孔であり、第２凹部７０ｂに突設された第１突部７０ｃが後方から係合す
るようになっている。第２ガイド孔１３９は、第１ガイド孔１３８と同様に上下方向が長
手となる長孔であり、第２凹部７０ｂに突設された第２突部７０ｄが後方から係合するよ
うになっている。すなわち、スライド部材１３２は、第１ガイド孔１３８に係合した第１
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突部７０ｃおよび第２ガイド孔１３９に係合した第２突部７０ｄに支持された状態で、第
２凹部７０ｂ内を上下方向へ往復移動するよう構成されている。
【００４７】
　図５～図７および図１０に示すように、スライド部材１３２には、リンク部材１３３の
第１連係部１４４が嵌合する連結孔１４０が形成されている。連結孔１４０は、スライド
部材１３２の前面における上部において、前方に開口すると共に前後方向へ延在している
。また、スライド部材１３２には、第１ガイド孔１３８および第２ガイド孔１３９の間に
、第２移動手段としてのコイルバネ１４８の一端が掛止される掛止片１４１が設けられて
いる。
【００４８】
　また、図５、図６および図１２に示すように、スライド部材１３２には、移動機構１５
０における第２移動体１５３に設けられた第２移動係止部１７６が係脱可能に係止するス
ライド係止部１４２が設けられている。スライド係止部１４２は、スライド部材１３２の
右端部における上下略中央において右方へ突出して形成されており、第２移動体１５３の
第２移動係止部１７６が上方から係脱可能に係止するようになっている。従って、第２移
動体１５３が下方へ移動する際に、第２移動係止部１７６がスライド係止部１４２に上方
から係止することで、スライド部材１３２は、コイルバネ１４８の付勢に抗して下方へス
ライド移動するようになっている。
【００４９】
(リンク部材１３３について)
　リンク部材１３３は、図５、図６、図１２、図１５および図１８に示すように、規制機
構配設部７０に立設される支持ピン１４６に回転自在に支持され、第１連係部１４４およ
び第２連係部１４５を備えている。リンク部材１３３は、回転中心から径方向へ延出する
第１アーム部１３３ａと、第１アーム部１３３ａと異なる径方向へ延出する第２アーム部
１３３ｂとを備え、第１アーム部１３３ａの先端部後側に第１連係部１４４が設けられ、
第２アーム部１３３ｂの先端部後側に第２連係部１４５が設けられている。実施例では、
第１アーム部１３３ａと第２アーム部１３３ｂとは、リンク部材１３３の回転方向におい
て約８０°の角度差でＶ字状に延出している。このようなリンク部材１３３は、第１凹部
７０ａの下方でかつ第２凹部７０ｂの右方に配設された支持ピン１４６により回転自在に
支持され、第１アーム部１３３ａが回転中心から上方へ延出して第１連係部１４４が規制
部材１３１の連結孔１３４に嵌合すると共に、第２連係部１４５がスライド部材１３２の
連結孔１４０に嵌合した状態で、往復回転するようになっている。従って、スライド部材
１３２が上方へ移動すると、リンク部材１３３が正面視において右回転することで規制部
材１３１が右方へ移動して規制位置となり、スライド部材１３２が下方へ移動すると、リ
ンク部材１３３が正面視において左回転することで規制部材１３１が左方へ移動して規制
解除位置となる。
【００５０】
(コイルバネ１４８について)
　図１０および図１２に示すように、第２ベース部材６５とスライド部材１３２との間に
、作動手段としてのコイルバネ１４８が配設されている。コイルバネ１４８は、基準長か
ら伸張変形することで付勢力が発現する引張りタイプであり、第２凹部７０ｂに突設され
た第１突部７０ｃに一端が掛止されると共に、スライド部材１３２の掛止片１４１に他端
が掛止されている。コイルバネ１４８は、伸張変形していない基準長よりも常に伸張して
テンションが掛かった状態で配設されており、これによりスライド部材１３２は何れの位
置にあっても常に上方へ付勢されている。従って、規制機構１３０は、移動機構１５０に
おける第２移動体１５３の第２移動係止部１７６がスライド係止部１４２に係止していな
い状態(係止解除時)において、コイルバネ１４８の付勢によりスライド部材１３２が上方
へ移動することで、規制部材１３１が第１凹部７０ａから可動体５２の移動領域へ延出し
た規制位置に保持されるよう構成されている(図５、図８、図１２(ａ)参照)。そして、後
述するように、移動機構１５０における第２移動体１５３の第２移動係止部１７６がスラ
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イド係止部１４２に上方から係止して、スライド部材１３２が下方へ移動することで、規
制部材１３１が規制位置から規制解除位置へ移動するようになる(図１２(ｂ))。
【００５１】
(移動機構１５０について)
　移動機構１５０は、図１１(ａ)および図１３(ｂ)に示すように、可動体５２に係脱可能
に設けられ、該可動体５２を最終位置から初期位置へ移動させ得るよう構成されている。
また、移動機構１５０は、図１２(ｂ)に示すように、規制機構１３０に係脱可能に設けら
れ、該規制機構１３０を規制状態および規制解除状態に切り替え可能に構成されている。
移動機構１５０は、図１０、図１４および図１７に示すように、装置本体５１の第１ベー
ス部材５５における第２ベース部５７に固定される移動体ベース１５１と、第１移動体ベ
ース１５１に対して昇降移動可能に配設される第１移動体１５２と、第１移動体１５２に
対して昇降移動可能に配設される第２移動体１５３と、第１移動体１５２および第２移動
体１５３を昇降移動させる作動手段としての第２作動モータ１５４とを備えている。実施
例の移動機構１５０は、第２作動モータ１５４の作動により第１移動体１５２を昇降移動
させ、該第１移動体１５２の昇降移動に連動して第２移動体１５３が昇降移動するよう構
成されている。
【００５２】
(移動体ベース１５１について)
　移動体ベース１５１は、図１０、図１４および図１７に示すように、長尺の板状部材で
あり、長手が上下方向に向いた姿勢で第１ベース部材５５の第２ベース部５７の前側にネ
ジにより固定される。移動体ベース１５１は、前面における上下方向の中間部に、該移動
体ベース１５１に第１移動体１５２を往復移動可能に支持する第１スライドレール１６８
を固定するレール固定部１５６が設けられている。また、移動体ベース１５１におけるレ
ール固定部９０の左側に、上下方向に延在する第１ラックギア１５７が設けられている。
第１ラックギア１５７には、第１移動体１５２に配設された後述のピニオンギア１６３が
噛み合うようになっており、第１移動体１５２の昇降移動に伴って該第１移動体１５２に
配設されたピニオンギア１６３が、該第１ラックギア１５７に噛み合いながら回転するよ
う構成されている。また、移動体ベース１５１におけるレール固定部１５６の上側に支持
部材７３が配設されており、第１可動体５２から上方へ延出した第２可動体５２を該支持
部材７３で支持可能に構成されている。
【００５３】
(第１移動体１５２について)
　第１移動体１５２は、図１０、図１４および図１７に示すように、長尺の板状部材であ
り、長手が上下方向に向いた姿勢で第１スライドレール１６８を介して移動体ベース１５
１の前側に配設される。第１移動体１５２は、後面における上下方向の中間部に、第１ス
ライドレール１６８を固定する後レール固定部１６０が設けられると共に、前面における
上下方向の中間部に、該第１移動体１５２に第２移動体１５３を往復移動可能に支持する
第２スライドレール１７８を固定する前レール固定部１６１が設けられている。また、第
１移動体１５２の右縁には、上下方向へ延在すると共に右方へ各歯が向いた第２ラックギ
ア１６２が設けられている。第２ラックギア１６２には、第１ベース部材５５に配設され
て第２作動モータ１５４に連係する従動ギア１８５(図１２参照)が噛み合うようになって
おり、該第２作動モータ１５４の作動による該従動ギア１８５の往復回転に伴って該第１
移動体１５２が上下方向へ移動するよう構成されている。そして、第１移動体１５２の左
縁における上下略中央に、支軸１６４を介して前述したピニオンギア１６３が回転自在に
配設されている。なお、図１４における符号１６５は、第１移動体１５２の左縁に固定さ
れてピニオンギア１６３の支軸１６４を支持する軸支持部材である。
【００５４】
　図１２、図１４および図１７に示すように、第１移動体１５２には、装置本体５１の第
２ベース部材６５に取り付けられるモータベース１８３に配設された第２位置検出センサ
８３で検出可能な第２検出片１６６が設けられている。すなわち、第２検出片１６６は、
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第１移動体１５２の右縁下部に、右方へ延出した状態に形成されており、該第２検出片１
６６が第２位置検出センサ８３で検出された位置が、第２移動体１５３と待機位置となる
ように設定されている(図８(ａ)、図１２(ｂ)参照)。
【００５５】
(第１スライドレール１６８について)
　第１スライドレール１６８は、図１４および図１７に示すように、固定支持レール１６
９と、該固定支持レール１６９にその長手方向へスライド移動可能に配設されたスライダ
１７０と、固定支持レール１６９に対してスライダ１７０を挟んで対向して配設され、該
スライダ１７０にスライド移動可能に配設された移動支持レール１７１とから構成されて
いる。この第１スライドレール１６８は、長手方向(スライド方向)が上下方向となる向き
で、固定支持レール１６９が移動体ベース１５１のレール固定部１５６に固定されると共
に、移動支持レール１７１が第１移動体１５２の後レール固定部１６０に固定されている
。第１スライドレール１６８の移動支持レール１７１は、固定支持レール１６９と前後方
向で整合した重なり位置と、該重なり位置から下方へ移動して該固定支持レール１６９か
ら下方へ延出した延出位置との間を移動可能に構成されている。従って、第１移動体１５
２は、移動支持レール１７１が延出位置となることで移動体ベース１５１に対する最下位
置となり、移動支持レール１７１が重なり位置となることで該移動体ベース１５１に対す
る最上位置となり、該移動支持レール１７１の移動により移動体ベース１５１に対して上
下に往復移動するようになる。なお、実施例の第１スライドレール１６８は、固定支持レ
ール１６９、スライダ１７０および移動支持レール１７１が金属製であり、移動支持レー
ル１７１および固定支持レール１６９に撓み変形や捻れ変形が発現し難くなっており、移
動支持レール１７１が固定支持レール１６９に対してがたつくことなくスムーズなスライ
ド移動が可能となっている。
【００５６】
(第２移動体１５３について)
　第２移動体１５３は、図１０、図１４および図１７に示すように、長尺の板状部材であ
り、長手が上下方向に向いた姿勢で第２スライドレール１７８を介して第１移動体１５２
の前側に配設される。第２移動体１５３は、後面に、第２スライドレール１７８を固定す
るレール固定部１７３が設けられる。また、第２移動体１５３の裏面における左縁側に、
上下方向へ延在すると共に後方へ各歯が向いた第３ラックギア１７４が設けられている。
第３ラックギア１７４は、第１移動体１５２に配設されたピニオンギア１６３に対向する
位置に設けられて該ピニオンギア１６３が噛み合うようになっており、該第１移動体１５
２の上下方向への往復移動によるピニオンギア１６３の往復回転に伴って、当該第２移動
体１５３が上下方向へ往復移動するよう構成されている。すなわち、第１移動体１５２が
上下方向へ移動する際に、第１ラックギア１５７に対してピニオンギア１６３が移動しな
がら回転することで、該ピニオンギア１６３に対して第３ラックギア１７４が移動するこ
とで、第１移動体１５２に対して第２移動体１５３が上下方向へ往復移動が可能となる。
なお、移動体ベース１５１に対する第２移動体１５３の移動量は、可動体５２の初期位置
および最終位置間の移動量以上に設定されている。
【００５７】
(第１移動係止部１７５について)
　図１２～図１４に示すように、第２移動体１５３の前面には、可動体５２に設けられた
前述の可動係止部１０９に係脱可能に係止する第１移動係止部１７５が設けられている。
第１移動係止部１７５は、第２移動体１５３の前面から前方へ突出した突部であり、可動
体５２に対して第２移動体１５３が相対的に上方へ移動することで該可動体５２の可動係
止部１０９に対し下方から係止すると共に、可動体５２に対して第２可動体５２が相対的
に下方へ移動することで該可動係止部１０９に対し下方へ離間するよう構成されている。
従って、第２移動体１５３が待機位置から動作位置まで移動する際に、第１移動係止部１
７５が可動係止部１０９に係止することで、最終位置に停止した可動体５２を初期位置ま
で押し上げ可能に構成されている。
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【００５８】
(第２移動係止部１７６について)
　図１２～図１４に示すように、第２移動体１５３の前面には、規制機構１３０のスライ
ド部材１３２に設けられたスライド係止部１４２と係脱可能に係止する第２移動係止部１
７６が設けられている。第２移動係止部１７６は、第２移動体１５３の前面から前方へ突
出した突部であり、スライド部材１３２に対して第２移動体１５３が相対的に下方へ移動
することで該スライド部材１３２に設けられたスライド係止部１４２に対し上方から係止
すると共に、スライド部材１３２に対して第２可動体５２が相対的に上方へ移動すること
で該スライド係止部１４２に対し上方へ離間するよう構成されている。そして、第２移動
体１５３が待機位置に停止するまでスライド部材１３２が下方へ移動することで、規制部
材１３１が規制解除位置となるように設定されている(図９、図１２(ｂ)参照)。
【００５９】
(第２スライドレール１７８について)
　第２スライドレール１７８は、図１４および図１７に示すように、固定支持レール１７
９と、該固定支持レール１７９にその長手方向へスライド移動可能に配設されたスライダ
１８０と、固定支持レール１７９に対してスライダ１８０を挟んで対向して配設され、該
スライダ１８０にスライド移動可能に配設された移動支持レール１８１とから構成されて
いる。この第２スライドレール１７８は、長手方向(スライド方向)が上下方向となる向き
で、固定支持レール１７９が第１移動体１５２の前レール固定部１６１に固定されると共
に、移動支持レール１８１が第２移動体１５３のレール固定部１７３に固定されている。
第２スライドレール１７８の移動支持レール１８１は、固定支持レール１７９と前後方向
で整合した重なり位置と、該重なり位置から上方へ移動して該固定支持レール１７９から
上方へ延出した延出位置との間を移動可能に構成されている。従って、第２移動体１５３
は、移動支持レール１８１が重なり位置となることで第１移動体１５２に対する最下位置
となり、移動支持レール１８１が延出位置となることで該第１移動体１５２に対する最上
位置となり、該移動支持レール１８１の移動により第１移動体１５２に対して上下に往復
移動するようになる。なお、実施例の第２スライドレール１７８は、第１スライドレール
１６８と同様に、固定支持レール１７９、スライダ１８０および移動支持レール１８１が
金属製であり、移動支持レール１８１および固定支持レール１７９に撓み変形や捻れ変形
が発現し難くなっており、移動支持レール１８１が固定支持レール１７９に対してがたつ
くことなくスムーズなスライド移動が可能となっている。
【００６０】
(第２作動モータ１５４およびギアについて)
　移動機構１５０における第２作動モータ１５４は、図４、図１４および図１７に示すよ
うに、装置本体５１の第１ベース部材５５に取り付けられたモータベース１８３に配設さ
れている。モータベース１８３は、第１ベース部材５５の第１ベース部５６の後側に、該
第１ベース部５６の下端から下方へ延出した状態に固定されている。また、モータベース
１８３に、２つの従動１８６,１８６を覆うカバー部材１８３ａが取り付けられる(図１７
参照)。第２作動モータ１５４は、第１ベース部５６から下方へ延出したモータベース１
８３の前面に、駆動軸を該モータベース１８３から後方へ延出させた姿勢で固定される。
そして、第１ベース部材５５の第１ベース部５６の後面における上下略中央に、第１移動
体１５２に設けられた第２ラックギア１６２と噛み合う従動ギア１８５が回転自在に配設
されると共に、第１ベース部材５５の第１ベース部５６の後側に、第２作動モータ１５４
と従動ギア１８５とを連係する複数(実施例では４つ)の中間ギア１８６が、上下方向へ略
直列に並んで配列されると共に噛み合った状態で回転自在に配設されている。図６、図７
および図１２に示すように、最も下に配設された中間ギア１８６は、第２作動モータ１５
４の駆動軸に固定された駆動ギア１８５に噛み合うと共に、最も上に配設された中間ギア
１８６は、従動ギア１８５に噛み合っている。従って、第２作動モータ１５４を正逆回転
制御することで、各中間ギア１８６が回転して従動ギア１８５が往復回転することに伴っ
て、第１移動体１５２が上下方向にに往復移動するようになっている。
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【００６１】
(可動体と第２移動体との係止態様について)
　実施例の可動演出装置５０では、移動機構１５０における第２移動体１５３の待機位置
および移動位置間の移動距離が、可動体５２の初期位置および最終位置間の移動距離より
大きく設定されている。そして、図１３(ａ)に示すように、待機位置に停止した第２移動
体１５３の第１移動係止部１７５は、最終位置に停止した可動体５２の可動係止部１０９
から下方へ距離Ｌだけ離間するように構成されている。従って、移動機構１５０により可
動体５２を最終位置から初期位置まで移動させる際には、第２移動体１５３が待機位置か
ら上方へ距離Ｌを移動することで、第１移動係止部１７５が可動係止部１０９に係止し、
第１移動係止部１７５が可動係止部１０９に係止後に該第２移動体１５３が更に上方へ移
動する可動体５２を上方へ移動させることが可能となっている。すなわち、第２移動体１
５３は、待機位置から移動位置側へ距離Ｌ移動した位置で最終位置にある可動体５２と係
止し、該可動体５２との係止位置および待機位置の間において規制手段と係止すると共に
、該待機位置において該規制部材１３１を規制解除位置するよう構成されている。
【００６２】
(可動体および規制部材との位置関係について)
　図９および図１３に示すように、可動体５２が最終位置に停止した状態では、該可動体
５２における可動体ベース８５の固定部９０およびスライド体８６が、規制解除位置およ
び規制位置の間を切り替わる規制部材１３１の経路上に位置している。すなわち可動体５
２は、最終位置から中途位置までの間で、規制部材１３１が規制解除位置から規制位置へ
切り替わる経路上に位置するよう構成されている。これにより、可動体５２が最終位置に
ある場合において、図１２(ａ)に示すように、移動機構１５０の第２移動体１５３が待機
位置から上方へ移動を開始することに伴ってスライド部材１３２がコイルバネ１４８の付
勢力によって上方へ追従して移動すると、規制部材１３１の当接片１３６が可動体１３２
の接触部１０８に当接するようになる。従って、規制部材１３１が規制位置に向けて移動
することが規制されると共に、スライド部材１３２の上方への移動も規制されるため、ス
ライド係止部１４２から第２移動係止部１７６が離間して該スライド係止部１４２と第２
移動係止部１７６との係止が解除されて(図１３(ｂ))、第２移動体１５３だけ上方へ移動
するよう構成されている。
【００６３】
　従って、実施例の可動演出装置５０は、第２作動モータ１５４を作動させて移動機構１
５０の第２移動体１５３により可動体５２を最終位置から初期位置に向けて移動させる際
に、該可動体５２が中途位置に移動するまでは規制部材１３１が規制位置への切り替えが
規制されるので、該可動体５２の初期位置への移動を規制することを防止し得るようにな
っている。そして、可動体５２が前述した中途位置まで移動した後に、コイルバネ１４８
の付勢によりスライド部材１３２が上方へ移動すると共に規制部材１３１が規制位置へ切
り替わることが許容されるよう構成されている。なお、実施例では、可動体５２の固定部
９０およびスライド体８６が規制部材１３１の切り替え経路上に一部(上部)のみ重なって
いるが(図１３参照)、該規制部材１３１の切り替え経路上の全体に可動体５２の固定部９
０およびスライド体８６が重なるようにしてもよい。
【００６４】
(実施例の作用)
　前述のように構成された実施例のパチンコ機１０では、遊技盤２０の遊技領域２１へ打
ち出されたパチンコ球が第１始動入賞装置２９または第２始動入賞装置３０の始動入賞口
に入賞して球検出スイッチによる球検知信号がメイン制御基板に入力されると、該メイン
制御基板は、大当り抽選を行なうと共に、当該大当り抽選の結果に基づいてサブ制御基板
に制御信号を出力して、図柄表示装置１８の表示部において図柄変動演出を行わせる。そ
してメイン制御基板は、大当り抽選の結果として大当りが発生すると、サブ制御基板を介
して図柄表示装置１８の表示部に所定の図柄組合わせで図柄を停止表示させ、特別入賞装
置３１を開放動作させて特別入賞口を開放させる。また、サブ制御基板は、メイン制御基
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板からの制御信号に基づき、実施例の可動演出装置５０や、その他の演出装置および照明
手段等を、図柄表示装置１８の表示部での遊技内容に合わせて総合的に作動制御する。
【００６５】
(可動演出装置の作動態様について)
　実施例の可動演出装置５０は、初期状態において、切替機構１２０における保持部材１
２２の係止ピン１２６が可動体５２の可動係止部１０９に係止することで、該可動体５２
は初期位置に保持される(図２、図５参照)。初期位置となっている可動体５２は、表示開
口３８の前側上方に位置して、第３装飾部材９８および第４装飾部材９９が枠状装飾体２
６の演出開口２６ａの内側上部に視認可能に位置している。すなわち、初期位置にある可
動体５２は、図柄表示装置１８の表示部１８ａの前側上方に位置しており、該表示部１８
ａに表示される図柄変動演出や各種演出の邪魔にならないようになっている。
【００６６】
　そして、実施例の可動演出装置５０は、サブ制御基板による制御に基づき、図柄表示装
置１８の表示部１８ａに表示される演出と可動体５２の動作とを連動させた制御が行われ
るようになっている。すなわち、サブ制御基板は、図柄表示装置１８の表示部１８ａに表
示される演出と連動させて可動体５２を初期位置から中途位置まで下方へ移動させる第１
演出態様と、図柄表示装置１８の表示部１８ａに表示される演出と連動させて可動体５２
を初期位置から最終位置まで一気に下方へ移動させる第２演出態様とが実行可能に構成さ
れている。
【００６７】
(第１演出態様について)
　第１演出態様では、切替機構１２０を保持状態から保持解除状態に切り替える前に第２
作動モータ１５４を作動制御して、移動機構１５０の第２移動体１５３を、該第２移動体
１５３の第２移動係止部１７６と規制機構１３０におけるスライド部材１３２のスライド
係止部１４２との係止が解除される位置まで移動させ、規制機構１３０の規制部材１３１
を規制位置に切り替える。そして、規制部材１３１が規制位置に停止したもとで、第１作
動モータ１２１を作動制御して切替機構１２０を保持解除状態に切り替え、初期位置に停
止していた可動体５２の自重による下方への移動を可能にする。
【００６８】
　初期位置から下方へ移動を開始した可動体５２は、中途位置に到達する直前に、規制位
置に切り替えられて該可動体５２の移動領域に延出した規制部材１３１に設けられた第１
当接部１３７に対し、該可動体５２に設けられたダンパ部材１１５の当接ヘッド１１８が
当接することで、該ダンパ部材１１５のロッド１１７がシリンダ１１６内へ適宜移動して
該中途位置に停止すると共に、該当接ヘッド１１８が第１当接部１３７に当接した状態で
保持される(図３(ａ)、図８)。ここで、可動体５２が中途位置に停止する際には、ダンパ
部材１１５が有する衝撃緩和機能により、衝撃が緩和されて可動体５２や規制部材１３１
が破損したり変形することを抑制し得る。
【００６９】
　第１演出態様に基づき、可動体５２を中途位置に停止させた場合には、図３(ａ)に示す
ように、該可動体５２が、上下方向において表示開口３８および演出開口２６ａの略中央
に位置して、図柄表示装置１８の表示部１８ａの前方に位置するようになる。従って、図
柄表示装置１８の表示部１８ａと可動体５２とを関連付けた演出が実行可能となり、奥行
き感がある立体的な演出の実行が可能となる。
【００７０】
(第２演出態様について)
　第２演出態様では、切替機構１２０を保持状態から保持解除状態に切り替える前に第２
作動モータ１５４を作動制御して、移動機構１５０の第２移動体１５３を待機位置まで移
動させ、該第２移動体１５３の第２移動係止部１７６と規制機構１３０におけるスライド
部材１３２のスライド係止部１４２との係止によりスライド部材１３２を下方へ移動させ
て、規制機構１３０の規制部材１３１を規制解除位置に切り替える(図９、図１２(ｂ)参
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照)。そして、規制部材１３１が規制解除位置に停止したもとで、第１作動モータ１２１
を作動制御して切替機構１２０を保持解除状態に切り替え、初期位置に停止していた可動
体５２の自重による下方への移動を可能にする。なお、規制部材１３１を規制解除位置へ
移動させるタイミングは、可動体５２が中途位置に到達する前であれば、切替機構１２０
のどのタイミングで実行してもよい。
【００７１】
　初期位置から下方へ移動を開始した可動体５２は、規制部材１３１が規制解除位置に切
り替えられて該可動体５２の移動領域から退避していることで、中途位置を通過して更に
下方へ一気に移動する。そして、可動体５２は、最終位置に到達する直前に、装置本体５
１に設けられた第２当接部７２に対してダンパ部材１１５の当接ヘッド１１８が当接する
ことで、該ダンパ部材１１５のロッド１１７がシリンダ１１６内へ適宜移動して該最終位
置に停止すると共に、該当接ヘッド１１８が第２当接部７２に当接した状態で最終位置に
保持される(図３(ｂ)、図９)。ここで、可動体５２が最終位置に停止する際には、ダンパ
部材１１５が有する衝撃緩和機能により、衝撃が緩和されて可動体５２や装置本体５１が
破損したり変形することを抑制し得る。
【００７２】
　第２演出態様に基づき、可動体５２を最終位置に停止させた場合には、図３(ｂ)に示す
ように、該可動体５２が、上下方向において表示開口３８および演出開口２６ａの下方に
位置して、図柄表示装置１８の表示部１８ａの前側下方に位置するようになり、図柄表示
装置１８の表示部１８ａでの演出を殆ど妨げない。また、可動体５２が初期位置から最終
位置まで、図柄表示装置１８の表示部１８ａの前側を一気に下方へ移動するので、迫力が
あると共にインパクトのある演出を行うことができる。
【００７３】
　第１演出態様において中途位置に停止した可動体５２を初期位置に復帰させる場合およ
び第２演出態様において最終位置に停止した可動体５２を初期位置に復帰させる場合は、
第２作動モータ１５４を作動させて移動機構１５０の第２移動体１５３を、待機位置から
移動位置に向けて上方へ移動させることで、可動係止部１０９と第１移動係止部１７５と
が係止して、当該可動体５２が初期位置まで押し上げられる。そして、第２移動体１５３
が移動位置まで移動したら、第１作動モータ１２１を作動させて切替機構１２０を保持状
態とすることで、可動係止部１０９と係止ピン１２６とが係止して可動体５２が初期位置
に保持される。可動体５２が初期位置に保持された後、移動機構１５０の第２移動体１５
３を移動位置から待機位置まで移動させる。
【００７４】
　そして、移動機構１５０の第２移動体１５３により可動体５２を最終位置から初期位置
へ移動させる際には、該可動体５２が最終位置から中途位置までの間で、規制部材１３１
が該可動体５２の接触部１０８に接触するので(図１３(ｂ)参照)、該規制部材１３１の規
制位置への切り替えが規制されて可動体５２が初期位置に向けて支障なく移動される。そ
して、可動体５２が中途位置まで移動して、該可動体５２の接触部１０８が規制部材１３
１の切り替え経路上から上方へ外れることで、規制部材１３１はコイルバネ１４８の付勢
により規制位置へ切り替わる。
【００７５】
　従って、実施例の可動演出装置５０によれば、切替機構１２０の保持部材１２２を保持
状態から保持解除状態へ切り替えることで、自重により最終位置側へ付勢された可動体５
２を、初期位置から最終位置に向けて移動させることができる。ここで、可動体５２は、
照明基板９２、複数の装飾部材９６,９７,９８,９９、補強部材８７等を備えて重量が嵩
む構成となっており、該可動体５２が作動モータ等の作動手段の作動によらずに自重で下
方へ移動するので、下方への移動速度が大きくなって迫力かつインパクトがある演出を行
うことができる。
【００７６】
　そして、可動体５２を初期位置から下方へ移動させる際に、可動体５２が最終位置より
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初期位置側の中途位置に到達するときに規制機構１３０の規制部材１３１を規制位置に切
り替えておくことで、該可動体５２を中途位置まで移動させて該中途位置で停止させるこ
とができると共に、該可動体５２が中途位置に到達するときに規制部材１３１を規制解除
位置に切り替えておくことで、該可動体５２を最終位置まで移動させて該最終位置で停止
させることができる。すなわち、規制機構１３０の規制部材１３１を規制位置とするか規
制解除位置とするかにより可動体５２の停止位置を異ならせることができるので、該可動
体５２の動作による演出が単調とならないので、遊技の興趣を向上させ得る。
【００７７】
　そして、実施例の可動演出装置５０では、初期位置および最終位置の間を往復移動する
可動体５２に緩衝手段としてのダンパ部材１１５を配設したので、該可動体５２を中途位
置に停止する際および最終位置に停止する際の何れにおいても、該ダンパ部材１１５の衝
撃緩和機能に基づいて衝撃が緩和されて、可動体５２、規制部材１３１および装置本体５
１が破損したり変形することを好適に抑制し得る。すなわち、ダンパ部材１１５を装置本
体５１側に設ける場合には、中途位置および最終位置の夫々にダンパ部材１１５を配設す
る必要があるが、実施例では可動体５２にダンパ部材１１５を配設したことにより、該可
動体５２が複数の停止位置に停止するよう構成されていても１つのダンパ部材１１５で対
応し得るので、部品点数の増加を抑えることができると共に製造コストを抑えることがで
きる。
【００７８】
　また、移動機構１５０の第２移動体１５３を待機位置から移動位置へ移動させることに
より、可動体５２を最終位置から初期位置まで移動可能であると共に、第２移動体１５３
を待機位置に移動させることで規制機構１３０の規制部材１３１を規制位置から規制解除
位置へ切り替えることができ、該規制部材１３１を規制位置から規制解除位置へ切り替え
るための作動手段を必要としない。そして、移動機構１５０の第２移動体１５３が待機位
置から移動位置側へ移動する際に、該第２移動体１５３に設けた第２移動規制部１７６と
規制機構１３０のスライド部材１３２に設けたスライド係止部１４２との係止が解除され
てから、該第２移動体１５３に設けた第１移動係止部１７５と可動体５２の可動係止部１
０９とが係止されるように構成されているので、第２移動体１５３を介して可動体５２お
よび規制部材１３１の両方を第２作動モータ１５４が同時に動作させない。従って、第２
作動モータ１５４にかかる負荷が大きくなることが防止され、該第２作動モータ１５４の
寿命が短くなるのを防止し得ると共に、低出力タイプのもので対応し得る。
【００７９】
　そして、コイルバネ１４８の付勢により可動体５２の接触部１０８に当接する規制部材
１３１の当接片１３６は、規制部材１３１の端部から可動体５２側へ突出すると共に、該
可動体５２の移動方向へ細長に形成されていることで、上下方向に移動する可動体５２の
接触部１０８との間に発生する摩擦が低減され、該可動体５２の移動によって規制部材１
３１にかかる負荷を軽減し得ると共に、規制部材１３１の接触によって可動体５２の移動
が阻害されることも防止し得る。
【００８０】
(変更例)
なお、遊技機の構成としては、実施例のものに限らず、種々の変更が可能である。
(１) 実施例では、可動体が、該可動体の自重により下方へ付勢されて自重により直線的
に下方移動する構成としたが、可動体が自重で移動する構成であれば、例えば、可動体が
自重で斜め下方へ移動したり、可動体が曲線的に移動してもよい。また、可動体の一端側
を軸支して、可動体が自重で回動する構成を採用することも可能である。また、可動体を
初期位置から最終位置に向けて付勢する付勢手段を備えることで、初期位置と最終位置と
が同じ高さ位置に設定されて可動体が水平方向へ移動する構成や、初期位置よりも最終位
置を上方に設定して可動体が上方へ付勢される構成であってもよい。
(２) 実施例では、１つの規制部材(規制手段)を設けることで、可動体を中途位置および
最終位置の２箇所で停止可能な構成を例示したが、可動体の移動方向へ所要間隔で複数の
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規制部材を配設して、可動体の停止位置を３箇所以上に設定するようにしてもよい。また
、規制機構を可動体の移動方向に移動可能に構成して、１つの規制部材を可動体の移動方
向における複数の箇所で規制位置に切り替え可能に構成することで、可動体の停止位置を
３箇所以上に設定することも可能である。
(３) 規制部材(規制手段)は、直線状に進退移動して規制位置および規制解除位置に切り
替わるものに限らず、回転移動して規制位置および規制解除位置に切り替わるものであっ
てもよい。
(４) 切替手段の保持解除により可動体を初期位置から中途位置で停止させる場合には、
規制部材(規制手段)の規制位置への切替えタイミングは、可動体が中途位置に到来するま
でに該規制部材が規制位置に切替えらていればよく、切替手段の保持解除前、保持解除と
同時、保持解除後であってもよい。
(５) 実施例では、切替機構における保持部材を回転ギアタイプとして係止ピンを円弧状
に移動させる構成を例示したが、保持部材を進退移動可能な構成として、係止ピンを可動
体の移動領域に対して直線状に進退させるよう構成してもよい。
(６) 実施例では、緩衝手段としてダンパ部材を採用したが、緩衝手段は、可動体の衝撃
を吸収し得るものであればよく、例えば、各種バネやゴム等の弾性力により可動体の衝撃
を吸収する構成を採用することができる。なお、緩衝手段は、２つ以上設定してもよいし
、省略することも可能である。
(７) 実施例では、遊技機としてパチンコ機を例示して説明したが、これに限られるもの
ではなく、スロットマシン、アレンジボール機およびピンボール機等の公知の各種遊技機
を採用し得る。
【符号の説明】
【００８１】
５０ 可動演出装置，５２ 可動体，７２ 第２当接部，１０８ 接触部
１１５ ダンパ部材(緩衝手段)，１２１ 第１作動モータ(切替手段)
１２２ 保持部材(保持手段)，１３１ 規制部材(規制手段)，１３７ 第１当接部
１４８ コイルバネ(第２移動手段)，１５０ 移動機構(第１移動手段)
１５３ 第２移動体(移動体)，１５４ 第２作動モータ(作動手段)
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